
県
本
部
第
84
回
定
期
大
会
は
、

昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
禍
で
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
県
内
の
22
単
組
69
名
（
w

e
b
参
加
47
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。新

型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
通
せ

な
い
中
、
来
賓
挨
拶
な
ど
を
省
略

し
ま
し
た
が
、
昨
年
と
違
い
、
午

前
・
午
後
の
時
間
を
使
い
大
会
を

進
め
ま
し
た
。

冒
頭
、
竹
内
県
本
部
委
員
長
の

挨
拶
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
応
に
加
え
、
２
０
１
９
年
に
房

総
半
島
を
襲
っ
た
台
風
災
害
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
「
住
民
の
い
の

ち
と
く
ら
し
を
守
り
切
る
」
た
め

に
は
、
「
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
が
不
可
欠
」
で
あ
る
こ
と
を

強
調
。
「
新
自
由
主
義
」
か
ら
脱

却
し
、
支
え
合
う
「
新
し
い
社
会
」

に
転
換
す
る
と
と
も
に
、
気
候
危

機
対
策
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
、

核
兵
器
を
一
刻
も
早
く
廃
絶
す
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
政
治
を
変

え
よ
う
と
訴
え
、
最
後
に
、
情
勢

に
負
け
ず
、

仲
間
を
増
や

し
職
場
の
団

結
を
強
め
取

り
組
み
を
進

め
て
い
こ
う

と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

「
憲
法
と
自

治
体
職
員
」

實
川
県
本
部

書
記
長
に
よ
る
「
憲
法
と
自
治
体
職
員

～
憲
法
か
ら
導
か
れ
る
自
治
体
労
働
者

の
あ
り
方
～
」
と
題
し
て
、
憲
法
の
３

大
原
則
や
地
方
自
治
の
本
旨
、
憲
法
99

条
な
ど
の
ミ
ニ
学
習
を
し
た
う
え
で
、

運
動
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。

情
勢
で
は
、
「
国
葬
」
を
例
に
、
ル
ー

ル
に
照
ら
し
、
自
ら
考
え
判
断
す
る
自

治
体
首
長
や
議
会
と
、
思
考
停
止
し
て

い
る
自
治
体
首
長
を
示
し
、
住
民
福
祉

向
上
の
た
め
に
、
憲
法
や
法
に
照
ら
し
、

自
治
体
職
員
が
な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
、

判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。
「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
関
連
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
複
数
回
申
し
込
み
可
能
な
実
態
や
、

COCOA

で
の
再
委
託
の
繰
り
返
し
に
よ

る
中
抜
き
な
ど
、
税
金
の
使
い
方
の
ゆ

が
み
を
指
摘
、
政
治
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
職
場
の
課
題
で
は
生
活
改

善
と
な
る
賃
金
制
度
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
改
善
、
定
年
引
上
げ
、
長
時

間
残
業
の
規
制
と
人
員
確
保
で
の
交
渉

の
本
格
化
、
組
織
拡
大
と
次
世
代
育
成

を
重
点
に
、
w
e
b
会
議
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
の
運
動
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し

な
が
ら
県
本
部
の
統
一
闘
争
を
進
め
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

船
橋
市
職
労
よ
り
２
本
の
発
言

発
言
は
全
体
で
14
本
あ
り
、
船
橋
市

職
労
か
ら
も
２
本
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。県

本
部
保
育
評:

県
本
部
保
育
評
と

船
橋
保
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０

２
２
ち
ば
っ
こ
で
は
「
楽
し
く
保
育
が

し
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
治
労
連
保

育
部
会
の
高
橋
会
長
が
「
保
育
を
と
こ

と
ん
面
白
が
る
～
私
の
保
育
実
践
～
」

と
題
し
、
保
育
士
が
元
気
に
な
る
話
を

聞
き
、
単
組
交
流
し
ま
し
た
。
今
後
、

定
期
総
会
に
向
け
、
公
立
保
育
施
設
の

働
き
方
調
査
を
実
施
。
船
橋
で
は
、
夏

ご
ろ
か
ら
産
休
代
替
え
保
育
士
の
配
置

が
困
難
に
な
る
な
ど
人
員
不
足
が
慢
性

化
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

だ
け
で
精
一
杯
な
現
状
を
報
告
し
ま
し

た
。船

橋
市
職
労:

夏
季
闘
争
と
公
務
公

共
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

夏
季
休
暇
は
削
減
反
対
署
名
に
取
り

組
み
夏
休
７
日
を
維
持
し
た
こ
と
。
ほ

こ
イ
カ
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
取
り
組
み
。

残
業
調
査
・
定
年
引
上
・
パ
ワ
ハ
ラ
の

各
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
に
、
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
を
活
用
し
た
回
答
方
法
に
新
た

に
挑
戦
し
た
こ
と
。
残
業
実
態
調
査
の

職
場
訪
問
で
は
、
時
差
出
勤
の
た
め
、

時
間
外
勤
務
者
が
把
握
し
づ
ら
い
実
態

が
あ
っ
た
こ
と
。
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
学
習
も
進
め
た
こ
と
。
パ
ワ
ハ
ラ
研

修
方
法
に
つ
い
て
、
一
般
職
員
数
が
多

い
な
か
で
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
く

実
地
研
修
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。
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９
月
19
日
（
月･

祝
）
自
治
体
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
第
84
回

自
治
労
連
千
葉
県
本
部
定
期
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
参
加
に
よ

る
開
催
で
し
た
が
「
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
」
「
秋
季

年
末
闘
争
方
針
」
な
ど
７
本
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

web参加の皆さん（一部）

リアル参加の皆さん
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２０２２年度 組合役員選挙立候補届は１０月６日(木）午後５時１５分まで 用紙は組合事務室へ

＜＜イオンシネマチケット 取扱いのご案内＞＞
お仕事お疲れさまです。船橋市役所職員労働組合では２種類の映画チケットを取り扱って

おります。その1つ、全国のイオンシネマでお使いいただけるＡＣチケットですが、「オンラ
イン予約システム」「劇場内自動券売機」「劇場窓口」いづれも利用可能です。チケットは
大人１枚１，１００円で販売しています。近くの劇場は「市川妙典」「幕張新都心」「千葉
ニュータウン」「越谷レイクタウン」などがあります。ご利用の場合は組合事務室まで

9
月
16
日
付
、
市
は
「
令
和
4
年
人
事
院

勧
告
に
伴
う
改
正
案
」
を
組
合
に
提
示
し
ま

し
た
。

物
価
上
昇
に
満
た
ず
、
中
高
齢
層
に

配
分
な
し

3
年
ぶ
り
に
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
引
上
げ
る
勧

告
で
し
た
が
、
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
金
ア
ッ
プ
と

は
ほ
ど
遠
く
、
中
高
齢
層
に
は
給
料
表
の
改
定
ゼ
ロ
で

あ
り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
頑
張
り
」
な
ど
に
応
え

る
も
の
で
な
く
、
職
場
の
士
気
に
も
関
わ
る
重
大
な
問

題
で
あ
る
事
は
予
て
よ
り
お
伝
え
し
て
い
た
と
お
り
で

す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

一
時
金
は
昨
年
度
同
様

の
算
定
方
法
で
改
定

勤
勉
手
当
に
よ
る
一
時
金

の
引
上
げ
勧
告
で
し
た
が
、

期
末
手
当
の
み
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
も
、
昨
年
同
様

令
和
元
年
度
か
ら
の
人
事
院

勧
告
比
率
に
応
じ
て
、
0
.

0
5
月
の
引
上
げ
提
案
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
常
勤
職

員
と
は
違
い
、
令
和
5
年
度

か
ら
の
変
更
提
案
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
定
年
引
上
交
渉
と

と
も
に
人
勧
に
つ
い
て

の
交
渉
も
行
わ
れ
ま
す
。

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃

金
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
内
容

で
は
、
職
員
の
生
活
が
さ
ら

に
苦
し
く
な
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
秋
闘
要
求
書
も
提

出
し
ま
し
た
の
で
、
組
合
の

と
り
く
み
に
つ
い
て
は
近
日

中
に
示
し
ま
す
。
要
求
実
現

を
め
ざ
し

て
、
力
を

合
わ
せ
て

が
ん
ば
っ

て
い
き
ま

し
ょ
う
。

国の方針を受けて、９月２６日以降民間生保各社や全労済などの制度共済が「重傷化リスクが高い人」を除い
て「見なし入院」支払いを停止するなかで、自治労連共済は、法律上の見直し動向をはじめ社会情勢等を見据え
つつ当面支払いを継続します。
つきましては、期間の記載された療養証明書が発行されない場合について以下の通り対応します。
(１)支払日数について
「(有症状者）発症日から７日」とします。ただし書類上療養期間が７日未満であればその日数で支払います。
＊無症状者は検体採取日から７日間（５日目の検査で陰性を確認した場合には５日）
＊７日間の療養期間を超えて療養した場合は請求時の添付書類が異なります。お問合せの際にお知らせ下さい。
(２)請求時の添付書類について
組合員本人と家族の場合で必要書類が異なりますので組合事務室までお問合せください。
支払日数等は罹患した時期などにより、対応も異なります。詳細は共済担当山下まで（047-436-3093）お問合

せください。「みなし入院」支払の終了時期については、今後の法改正などで２類相当からの見直しや、情勢の
変化を踏まえて自治労連共済理事会で判断いたしますので、変更の際は改めてご案内いたします。


